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昭和11年度紬會と天文：演L日食1映豊の會

　昨年12月6日既報の如く，京都・日出新聞杜の後援と京都支部・京星翌々

員の援助を得て，日嵩會館にて華々しく開會の幕は落された．會揚の都合に

より，先づ一般公開の天文講演と日食墨書會が始められた．この日，新聞廣

告等により會揚に集まる一般人士は無慮数百名の盛況を見，眞剣な懸衆は堂

に満ちた．最初，白書の映寓が始められ，観衆の静粛を計って，本日の根幹

をなす山本博士のL太陽の解剖■なる大講演は始められ，堂々満座の二二を集

め，太陽D偉大と去る6月の日食の有意義に，今更ながら驚異の聲を上げて，

天文學禮讃の雰乱心に浸った。やがて，妙なる件奏樂と共にスクリンには二

日の呼物ト1キ1貴重なる6月日食の寓眞が島影され，人々は再び日食當時

の緊張と期待の心に寂り，マザマザと目前に漏話の太陽コロナやプロミネン

スの異様に見張り，又一方槻測隊や親測場に於ける活躍に，心をときめかし

た・蓋し，適意の「1食の記録映画は殆んど此庭に集められ，會員は一般入十

と共に再びなき今回の催しに感激を以って油壷した：事だつた．

　講i演並に映護の會を経砂て，縷上にて11年度総倉を18時より開催した．開

心の挨拶を水野副會長述べ，高城氏より會計並に事業の報告あり，終って晩

餐に移る．了いて大阪，京都，岡山，大津，和歌山の支部報告，並に親測温

の報告や自己紹介あり，次に乖井氏の斡旋に依り會期の改jl｛があった．之れ

に組織が攣更さオ1、，役員の改選が行はれた（詳細は追／）て獲表の筈）．更らに

III本瓦長より別心の如き表彰が提案され，満場一致で一決さる．績いて，山

本博士の．rl本天文界の展望コと題する識寅あり，次に未公開の日食映遵（脅

員撮影）を映細した，爾ほ之の間，記念撮影（口給参照）が行‘まれた．之の藁

筆に出席せる倉員は45名で22時∠ド頃無事盛況若甲に閉心した，

　感謝：今吾の総目のためその會場を提供し，フイルム映篇その他の勢を惜しまなか

った京都日出新聞硅と，京都支部京田三々員の絶大なる誰力に獅し深些の感謝の意を表

する次第であります，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一係り


